
新
た
な
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
保
持
林
業

　

針
葉
樹
人
工
林
で
は
、
た
い
て
い
同
じ
樹
種

が
生
育
し
、
樹
齢
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
木
材
を
効
率
的
に
生
産
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
比
較

的
単
純
な
構
造
の
樹
林
で
は
、
小
さ
い
木
か
ら

大
き
い
木
ま
で
多
様
な
樹
種
が
存
在
す
る
天
然

林
の
よ
う
な
生
息
環
境
を
好
む
生
き
物
は
生
息

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
人
工
林
で
の
木
材
収
穫
は
、
大
面

積
を
伐
採
す
る
皆
伐
に
よ
っ
て
周
期
的
に
行
わ

れ
る
た
め
、
生
き
物
の
生
息
地
は
一
度
に
大
き

く
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
数
十

年
か
ら
１
０
０
年
以
上
か
け
て
生
育
す
る
大
木

や
、
大
き
な
樹
洞
（
幹
に
空
い
た
穴
）
を
も
っ
た

木
は
人
工
林
内
に
存
在
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
森
林
の
一
部
を
残
す
森
林
管
理
で

あ
る
保
持
林
業
は
、
木
材
生
産
を
し
な
が
ら
生

き
物
の
生
息
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
将
来
の
人
工
林
の
構
造
を
複
雑
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
新
た
な
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
有
林
空
知
管
理
区
で
実
施
中
の
保
持

林
業
の
実
証
実
験
で
は
、
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
の

伐
採
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
量
や
配
置
で
木
を
残
し

た
実
験
区
が
設
置
さ
れ
、
保
持
林
業
の
効
果
が

調
べ
ら
れ
て
い
ま
す
写
真
１

。
私
は
こ
の
実
験
区

で
、
お
も
に
森
林
に
す
む
昆
虫
を
対
象
と
し
た

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

樹
種
を
選
ん
で
残
す
こ
と
で
多
様
性
は
高
ま
る

　

地
表
性
甲
虫
（
オ
サ
ム
シ
類
・
ゴ
ミ
ム
シ
類
）
を

対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
伐
採
１
年
前
と
１
年

後
で
種
数
や
個
体
数
の
違
い
を
調
査
し
ま
し
た

写
真
２

。
調
査
の
結
果
、
伐
採
に
よ
っ
て
森
林
性

の
甲
虫
の
種
数
や
個
体
数
は
減
り
ま
す
が
、
伐

採
地
に
木
を
残
す
こ
と
で
種
数
や
個
体
数
の
減

少
は
抑
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
写
真
１

の
よ
う

に
、
針
葉
樹
を
ま
と
め
て
残
す
方
法
（
群
状
保
持
）

と
、
広
葉
樹
を
伐
採
地
に
ば
ら
つ
か
せ
て
残
す

方
法
（
単
木
保
持
）
の
ど
ち
ら
も
効
果
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
図
１

。

　

つ
ぎ
に
、
伐
採
地
に
残
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
木
に
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
け
て
枯
死
材
性
甲
虫

写
真
３

を
捕
獲
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
甲

虫
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
重
要
な
木
の
種
類
が

異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ク
ワ

ガ
タ
類
の
種
数
や
個
体
数
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
で

写真２　ゴミムシ類
地表を歩いて生活しているオサムシ科（オ

サムシ・ゴミムシ類）などの甲虫を地表性

甲虫類と呼ぶ。地表性甲虫類は、伐採な

どの生息環境の変化に鋭敏に反応するこ

とから、環境変化の生き物への影響を調

べる指標として使われることが多い。

写真４　オオキノコムシ類
オオキノコムシ類はきのこを餌や産卵場

所として利用する。オオキノコムシやツ

ツキノコムシ類は立ち枯れ木が重要な生

息環境でそこに発生したきのこを利用し

ていると考えられる。枯れ木でも森林の

甲虫にとって重要な生息地になっている

ことがわかる。

写真３　カミキリムシ類
カミキリムシやキクイムシ、クワガタム

シ、オオキノコムシなど枯れ木やそこに

生育する菌類を利用して生活する甲虫を

枯死材性甲虫と呼ぶ。周期的に伐採され

る人工林では、枯死材性甲虫の生息地と

なる太い木や枯死木が少なくなるため、

林業活動によって個体数が減少しやすい。

写真１　北海道の保持林業の実証実験区
手前に見えるのがトドマツ林内に存在した広葉樹を残した単木

保持区、奥に見えるのが伐採地の中心に針葉樹（トドマツ）を

まとめて残した群状保持区。

写真５　樹木のマイクロハビタット
樹木のマイクロハビタットには樹洞、木の傷、

枯死材、きのこ、着生植物、樹液、などさま

ざまな構造が含まれる。マイクロハビタット

の種類によって利用する生き物の種類や形成

されるためにかかる時間、できやすい木など

が異なる。写真のような大きな腐朽樹洞は形

成されるために長い年月がかかるが、さまざ

まな生き物に利用される貴重な生息環境とし

て機能する。

林
性
の
昆
虫
類
の
減
少
を
緩
和
で
き
る
こ
と
、

さ
ら
に
残
す
木
の
種
類
を
選
ぶ
こ
と
で
保
持
林

業
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
木
を
残
す
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
虫
を
保

全
で
き
そ
う
）
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
有
無
を
選
木
に
利
用

　

今
後
の
課
題
は
、
保
持
林
業
の
実
践
を
ど
の

よ
う
に
増
や
し
て
い
く
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
大
事
な
課
題
の
一
つ
が
、
ど
の
よ

う
な
木
を
残
す
べ
き
か
と
い
う
選
木
基
準
の
提

案
で
す
。
一
つ
の
案
と
し
て
樹
木
の
マ
イ
ク
ロ

ハ
ビ
タ
ッ
ト
写
真
５

の
有
無
を
選
木
の
参
考
に
す

る
の
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
樹
木
の
マ

イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
と
は
、
森
林
の
生
き
物
が

餌
や
隠
れ
家
、
繁
殖
場
所
と
し
て
利
用
す
る
環

境
の
こ
と
で
、
樹
洞
や
枯
れ
枝
、
蔓つ

る

、
き
の
こ

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
を
も
つ
木
は
生
き
物

の
生
息
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
ど
の
木
を
残
す
の
か
選
べ
る
場
合
に
は
、

図１　森林性のオサムシ・ゴミムシ類の
　　　個体数と種数と保持木の本数の関係
曲線と色が塗られた部分は個体数と種数の推定

値とその幅を示す。青い点線は広葉樹単木保

持、赤い実線は針葉樹群状保持を行った際の推

定値。右わきの黒い丸と垂線は非伐採の針葉樹

（トドマツ）人工林での推定値とその幅を示す。
（Yamanaka et al. 2021を改変）

『フィールドガイド 樹木のマイクロハビタット
（日本語版）』
（『フィールドガイド 樹木のマイクロハビタット（日

本語版）』はスイス連邦森林・雪氷・景観研究所ＷＳＬ

のサイトから無料でダウンロード可能です）。

シリーズ◉研究の森から

研究の森から山中 聡　Yamanaka Satoshi

北海道支所

人工林で
森林の一部を残して
昆虫を保全する

Q1. なぜ研究者に？
　大学で入った研究室の居心地がよく、先生

方や先輩、後輩たちとの研究が楽しかったた

めそのまま続けています。

Q2. 影響を受けた本など
　『ちいさないきもの くらしとかいかた』（日高

敏隆 監修　ひかりのくに）

『むし くらしとかいかた』（阪口浩平 監修　ひ

かりのくに）

『ドリトル先生 アフリカゆき』（ヒュー・ロフティ

ング 著　井伏鱒二 訳　岩波書店）

Q3. いまホットなマイテーマは？　

　保持林業が林業現場で実践され、さまざま

な地域で実用化されるためにはどのようなア

プローチが必要なのかを、社会学や環境経済

学の研究者の方々の協力を得つつ、さまざま

な面から研究を進めたいと考えています。

Q4. これからの抱負は？
　研究と家事、育児をよいバランスで行うこ

とをめざしています。来年は自宅の庭でカボ

チャを収穫することが目標です。

ドローンで保持木調査中
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樹
洞
が
あ
る
木
を
優
先
的
に
残
す
な
ど
の
使
い

方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

樹
木
の
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
有
無
を
調
べ

る
こ
と
で
、
人
工
林
に
限
ら
ず
、
身
の
回
り
の

木
に
お
い
て
も
，
生
き
物
が
生
息
す
る
う
え
で

重
要
な
環
境
が
あ
る
か
ど
う
か
を
気
軽
に
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は

ぜ
ひ
、
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

多
く
、
き
の
こ
を
食
べ
る
オ
オ
キ
ノ
コ
ム
シ
類

写
真
４

や
ツ
ツ
キ
ノ
コ
ム
シ
類
の
種
数
や
個
体
数

は
立
ち
枯
れ
木
で
多
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
木
を
残
す
こ
と
で
森保持木の本数 （本）

（種）

（個体）

（本）保持木の本数

総個体数 種　数

広葉樹単木保持

針葉樹群状保持

個
体
数
（
ト
ラ
ッ
プ
あ
た
り
）

種
数
（
ト
ラ
ッ
プ
あ
た
り
）
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